
 

 

 
2024 年 12 月 18 日 

パーソルダイバース株式会社 

 

【パーソルダイバース】「よこすか・みうら岬工房 長井」を開設 

地方自治体や農業関連団体の関係者が農園や工房を視察 
～農福連携で障害者雇用の拡大と地域農家の生産性向上に貢献～ 

 
総合人材サービスのパーソルグループで障害者雇用支援事業を手掛けるパーソルダイバース株式会社（本

社：東京都港区、代表取締役社長：渡部 広和、以下パーソルダイバース）は2024年12月1日、「JAよこすか

葉山 長井支店跡地」を再活用した「よこすか・みうら岬工房 長井」（神奈川県横須賀市長井）を開設しまし

た。 

よこすか・みうら岬工房と横須賀市は、2018年に締結した「農業と福祉の連携推進に関する包括連携協定」

をもとに、障害者雇用の拡大と地域農家の生産性向上を支える新たな農福連携のモデルケースを展開していま

す。12月17日には、横須賀市や農業関連団体の皆様へ説明会を実施。横須賀市の上地克明市長も工房や農園の

視察に訪れました。 

 

 

■よこすか・みうら岬工房の概要 

農業従事者の減少によって人材確保が大きな課題となっている農業。よこすか・みうら岬工房は、2018年6月

に神奈川県横須賀市と「農業と福祉の連携推進に関する包括連携協定」を締結。地域農家と連携し、障害者雇

用の拡大と農業支援を行ってまいりました。2024年12月現在は障害のある社員40名が活躍しています。 

市内で3拠点目となる長井地域の新拠点開設では、障害者雇用の拡大とともに農作業受託をさらに拡げ、農作物

の生産から出荷に至るさまざまな農作業を担っていきます。この取り組みにより、地域農家は作業に応じて必

要な人材を確保でき、生産性の向上が期待されます。 

 

■農業関連団体の皆様への説明会 

説明会では、よこすか・みうら岬工房のマネジャーより横須賀市や農業関係者との取り組みの成果について説

明がありました。参加者全員で成果や課題を共有し、農福連携を通じた地域農業のさらなる活性化に向けた協

力体制の強化を確認しました。 
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■市長の農園視察 

説明会終了後、よこすか・みうら岬工房が長井地域の農家より農作業を受託している農園を視察した市長は、

障害のある社員が行っている農作業や地域農家からの声を確認。 

市長から障害のある社員に対して、はたらいている感想について質問があり、障害のある社員と交流を行い、

励ましの言葉もいただきました。 

 

■横須賀市長 上地克明氏のコメント 

「よこすか・みうら岬工房長井」の開設、誠におめでとうございま

す。開設に至るまでの関係者の皆様のご尽力に、心から敬意を表しま

す。パーソルダイバース株式会社と横須賀市とは、平成 30 年に、農

業と福祉の連携推進に関する包括連携協定を締結しました。その後、

貴社は、長沢と大矢部に工房を開設され、この 12 月には障害のある

方を 40 人雇用するまでに規模を拡大され、順調に事業を展開されて

います。今回、横須賀の農業の中心とも言える長井の地に、新たに工

房が開設されることで、更なる障害者雇用の推進はもとより、横須賀

の農業に新たな風を吹き込んでいただけるものと、大いに期待してい

ます。横須賀市は「誰も一人にさせないまち」の実現に向け、様々な

取組を進めています。この農福連携の取組は、まさに市が目指す理念を体現しているものと感じています。 

今後も、貴社には、横須賀市の障害者雇用と農業振興に、変わらぬお力添えをお願いするとともに、３工房の

益々の発展を、心より祈念しております。 

 

■パーソルダイバース 代表取締役社長 渡部広和のコメント 

よこすか・みうら岬工房は、農業分野における障害者雇用の創出と職

域開発の推進を目的に、横須賀市様と「農業と福祉の連携推進に関す

る包括連携協定」を締結し、2018年10月に事業を開始致しました。

この間、横須賀市様、JAよこすか葉山様、地域農家様のご協力のも

と、着実に雇用と事業を展開してまいりました。 

長井においては、今後5年程度で30名の新たな障害者雇用を進め、よ

こすか・みうら岬工房全体では80名規模の体制で、地域農家様の労

働力支援に貢献してまいりたいと考えております。 

長井の開所を機に、横須賀市様、JAよこすか葉山様、地域農家様と

の連携を一層強め、障害者の力で地域農業を支える一翼を担ってま

いります。 

 

■今後の展望 

よこすか・みうら岬工房は地元で長く愛されてきた施設を最大限に活用し、持続可能な農業の発展と障害者雇

用の促進を両立する取り組みを続けてまいります。今後も横須賀市と連携し、地域に根ざした農福連携の支援

を継続しながら、障害のある方々が地域農業の発展に貢献できる環境を整え、共生社会の実現を目指していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

よこすか・みうら岬工房の農福連携モデル 

 

■これまでの連携実績 

・「農業と福祉の連携推進に関する包括連携協定」 

https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2625/noufuku.html#misakikobo 

 

・「横須賀市民官連携推進WEBサイト」 事例掲載 

https://www.yokosuka-minkan-renkei.jp/casework/01.html 

 

・横須賀市農福連携セミナーの開催 

https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2625/documents/r06noufukurenkeisemina.pdf 

 

・「マンガでわかる 農福連携！」 

https://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2625/documents/manngadewakarunoufukurennkei.pdf 

 

■パーソルダイバースについて＜https://persol-diverse.co.jp/＞ 

パーソルグループの特例子会社として、「障害者雇用を成功させる。そして、その先へ。」をミッションに、

障害者の多様なはたらき方とはたらく可能性の創出に取り組んでいます。グループ内外の企業や地域と連携し

た多様な業務受託サービスを展開するほか、国内最大級の求人・登録者数を持つ障害者のための転職・就職支

援サービス「dodaチャレンジ」、就労移行支援事業所「ミラトレ」「Neuro Dive」の運営や、企業の雇用課

題を支援する「障害者の人材紹介」「障害者雇用コンサルティング」などのサービスを提供しています。 

 

■「PERSOL（パーソル）」について＜https://www.persol-group.co.jp/＞ 

パーソルグループは、「“はたらくWell-being”創造カンパニー」として、2030年には「人の可能性を広げるこ 

とで、100万人のより良い“はたらく機会”を創出する」ことを目指しています。 さまざまな事業・サービスを

通じて、はたらく人々の多様なニーズに応え、可能性を広げることで、世界中の誰もが「はたらいて、笑お

う。」 を実感できる社会を創造します。 

問い合わせ先 

パーソルダイバース株式会社 広報窓口 

MAIL：inquiry@persol.co.jp 
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